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 要 旨   

 

目的： 

大腸憩室症の予測因子として加齢のみが知られている。本研究では飲酒と大腸憩室症との関

連を明らかにすること。 

 

方法： 

本研究は横断研究であり、対象は大腸内視鏡検査を受けた憩室症の症候がない 746 名に質問

票にて食事、社会環境等について調査を実施した。加えて全世界の酒類消費量、憩室症有病

率について情報を収集した。 

 

結果： 

対象の 746名は平均年齢 61.1歳 (標準偏差 8.3歳) で、憩室症の有病率は 32.8 ％ (95%信頼

区間 29.5 - 36.2 %) であった。単変量解析では、年齢、性別、腺腫性ポリープ、新生組織形

成、アスピリン服用、飲酒において有意に憩室症との関連がみられた。これら因子を調整し

た多変量解析では、年齢、新生組織形成、飲酒が有意に独立して憩室症と関連していた。憩

室症に対する飲酒者の多変量調整オッズ比は 1.91 (1.36 - 2.69) で、飲酒量が多いほどオッズ

比が高値であった (trend P = 0.001)．世界 18カ国の１人当たりの酒類消費量と憩室症有病

率の間には強い相関がみられた (r = 0.68 ; P = 0.002)。 

 

結論： 

飲酒が大腸憩室症の有意なリスク因子であることが示唆された。これにより疾患有病率や発

症の仕方に関する東西パラドクスが部分的に説明される可能性がある。飲酒と憩室症の関連

のメカニズムについては、今後の解析で明らかにしていく必要がある。 

 

 

 

 


